
2023年 2月 19日 

主日礼拝 

 

《礼拝》 

 

礼拝讃美歌⇒27番（旧 154番）（SK姉） 

『小羊をば』 

 

 

聖書⇒詩編 23編（MM姉） 

『【賛歌。ダビデの詩。】 

主は羊飼い、わたしには何も欠けることがない。 

主はわたしを青草の原に休ませ／憩いの水のほとりに伴い 

魂を生き返らせてくださる。主は御名にふさわしく／わたしを正しい道に導かれる。 

死の陰の谷を行くときも／わたしは災いを恐れない。 

あなたがわたしと共にいてくださる。あなたの鞭、あなたの杖／それがわたしを力づける。 

わたしを苦しめる者を前にしても／あなたはわたしに食卓を整えてくださる。 

わたしの頭に香油を注ぎ／わたしの杯を溢れさせてくださる。 

命のある限り／恵みと慈しみはいつもわたしを追う。 

主の家にわたしは帰り／生涯、そこにとどまるであろう。』 

 

礼拝讃美歌⇒331番（旧 253番） 

『主イエスはわれの』 

 

 

聖書⇒ホセア 11:1、4節（ES姉） 

『まだ幼かったイスラエルをわたしは愛した。エジプトから彼を呼び出し、わが子とした。 

 

わたしは人間の綱、愛のきずなで彼らを導き／彼らの顎から軛を取り去り／身をかがめて食べさせた。』 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 13:1、3~5節 

『さて、過越祭の前のことである。イエスは、この世から父のもとへ移る御自分の時が来たことを悟り、 

世にいる弟子たちを愛して、この上なく愛し抜かれた。 

 

イエスは、父がすべてを御自分の手にゆだねられたこと、また、御自分が神のもとから来て、神のもとに帰ろ

うとしていることを悟り、食事の席から立ち上がって上着を脱ぎ、手ぬぐいを取って腰にまとわれた。それか

ら、たらいに水をくんで弟子たちの足を洗い、腰にまとった手ぬぐいでふき始められた。』 



（祈り） 

 

 

礼拝讃美歌⇒274番（旧 302番）（SK兄） 

『御国に住まいを』 

 

 

《パン裂き》 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 11:23~26節（KH兄） 

『わたしがあなたがたに伝えたことは、わたし自身、主から受けたものです。すなわち、主イエスは、引き渡

される夜、パンを取り、感謝の祈りをささげてそれを裂き、「これは、あなたがたのためのわたしの体である。

わたしの記念としてこのように行いなさい」と言われました。また、食事の後で、杯も同じようにして、「こ

の杯は、わたしの血によって立てられる新しい契約である。飲む度に、わたしの記念としてこのように行いな

さい」と言われました。だから、あなたがたは、このパンを食べこの杯を飲むごとに、主が来られるときまで、

主の死を告げ知らせるのです。』 

 

（式） 

 

礼拝讃美歌⇒145番 

『主イエスもわれらは』 

 

 

 

《建徳》 

 

 

聖書⇒使徒言行録 16:6~10、12、16、25~34節（SK兄） 

『さて、彼らはアジア州で御言葉を語ることを聖霊から禁じられたので、フリギア・ガラテヤ地方を通って行

った。ミシア地方の近くまで行き、ビティニア州に入ろうとしたが、イエスの霊がそれを許さなかった。それ

で、ミシア地方を通ってトロアスに下った。その夜、パウロは幻を見た。その中で一人のマケドニア人が立っ

て、「マケドニア州に渡って来て、わたしたちを助けてください」と言ってパウロに願った。パウロがこの幻

を見たとき、わたしたちはすぐにマケドニアへ向けて出発することにした。マケドニア人に福音を告げ知らせ

るために、神がわたしたちを召されているのだと、確信するに至ったからである。 

 

そこから、マケドニア州第一区の都市で、ローマの植民都市であるフィリピに行った。そして、この町に数日

間滞在した。 

 



わたしたちは、祈りの場所に行く途中、占いの霊に取りつかれている女奴隷に出会った。この女は、占いをし

て主人たちに多くの利益を得させていた。 

 

真夜中ごろ、パウロとシラスが賛美の歌をうたって神に祈っていると、ほかの囚人たちはこれに聞き入ってい

た。突然、大地震が起こり、牢の土台が揺れ動いた。たちまち牢の戸がみな開き、すべての囚人の鎖も外れて

しまった。目を覚ました看守は、牢の戸が開いているのを見て、囚人たちが逃げてしまったと思い込み、剣を

抜いて自殺しようとした。パウロは大声で叫んだ。「自害してはいけない。わたしたちは皆ここにいる。」看守

は、明かりを持って来させて牢の中に飛び込み、パウロとシラスの前に震えながらひれ伏し、二人を外へ連れ

出して言った。「先生方、救われるためにはどうすべきでしょうか。」二人は言った。「主イエスを信じなさい。

そうすれば、あなたも家族も救われます。」そして、看守とその家の人たち全部に主の言葉を語った。まだ真

夜中であったが、看守は二人を連れて行って打ち傷を洗ってやり、自分も家族の者も皆すぐに洗礼を受けた。

この後、二人を自分の家に案内して食事を出し、神を信じる者になったことを家族ともども喜んだ。』 

 

 

聖書⇒マタイによる福音書 25:14~30節（KH兄） 

『「天の国はまた次のようにたとえられる。ある人が旅行に出かけるとき、僕たちを呼んで、自分の財産を預

けた。それぞれの力に応じて、一人には五タラントン、一人には二タラントン、もう一人には一タラントンを

預けて旅に出かけた。早速、五タラントン預かった者は出て行き、それで商売をして、ほかに五タラントンを

もうけた。同じように、二タラントン預かった者も、ほかに二タラントンをもうけた。しかし、一タラントン

預かった者は、出て行って穴を掘り、主人の金を隠しておいた。さて、かなり日がたってから、僕たちの主人

が帰って来て、彼らと清算を始めた。まず、五タラントン預かった者が進み出て、ほかの五タラントンを差し

出して言った。『御主人様、五タラントンお預けになりましたが、御覧ください。ほかに五タラントンもうけ

ました。』主人は言った。『忠実な良い僕だ。よくやった。お前は少しのものに忠実であったから、多くのもの

を管理させよう。主人と一緒に喜んでくれ。』次に、二タラントン預かった者も進み出て言った。『御主人様、

二タラントンお預けになりましたが、御覧ください。ほかに二タラントンもうけました。』主人は言った。『忠

実な良い僕だ。よくやった。お前は少しのものに忠実であったから、多くのものを管理させよう。主人と一緒

に喜んでくれ。』ところで、一タラントン預かった者も進み出て言った。『御主人様、あなたは蒔かない所から

刈り取り、散らさない所からかき集められる厳しい方だと知っていましたので、恐ろしくなり、出かけて行っ

て、あなたのタラントンを地の中に隠しておきました。御覧ください。これがあなたのお金です。』主人は答

えた。『怠け者の悪い僕だ。わたしが蒔かない所から刈り取り、散らさない所からかき集めることを知ってい

たのか。それなら、わたしの金を銀行に入れておくべきであった。そうしておけば、帰って来たとき、利息付

きで返してもらえたのに。さあ、そのタラントンをこの男から取り上げて、十タラントン持っている者に与え

よ。だれでも持っている人は更に与えられて豊かになるが、持っていない人は持っているものまでも取り上げ

られる。この役に立たない僕を外の暗闇に追い出せ。そこで泣きわめいて歯ぎしりするだろう。』」』 

 

聖書⇒歴代誌上 29:11、14~16節 

『偉大さ、力、光輝、威光、栄光は、主よ、あなたのもの。まことに天と地にあるすべてのものはあなたのも

の。主よ、国もあなたのもの。あなたはすべてのものの上に頭として高く立っておられる。 



このような寄進ができるとしても、わたしなど果たして何者でしょう、わたしの民など何者でしょう。すべて

はあなたからいただいたもの、わたしたちは御手から受け取って、差し出したにすぎません。わたしたちは、

わたしたちの先祖が皆そうであったように、あなたの御前では寄留民にすぎず、移住者にすぎません。この地

上におけるわたしたちの人生は影のようなもので、希望はありません。わたしたちの神、主よ、わたしたちが

あなたの聖なる御名のために神殿を築こうとして準備したこの大量のものは、すべて御手によるもの、すべて

はあなたのものです。』 

 

聖書⇒ペトロの手紙一 4:10~11節 

『あなたがたはそれぞれ、賜物を授かっているのですから、神のさまざまな恵みの善い管理者として、その賜

物を生かして互いに仕えなさい。語る者は、神の言葉を語るにふさわしく語りなさい。奉仕をする人は、神が

お与えになった力に応じて奉仕しなさい。それは、すべてのことにおいて、イエス・キリストを通して、神が

栄光をお受けになるためです。栄光と力とが、世々限りなく神にありますように、アーメン。』 

 

 

礼拝讃美歌⇒275番 

『目覚めよわが魂』 

 

 

《建徳要旨》 


